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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第71期

第２四半期
連結累計期間

第72期
第２四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 百万円 82,162 89,044 170,685

経常利益 百万円 3,169 8,280 14,420

四半期（当期）純利益 百万円 1,128 4,417 6,720

四半期包括利益又は包括利益 百万円 1,391 6,013 8,656

純資産額 百万円 113,219 124,092 119,310

総資産額 百万円 168,254 177,391 173,014

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
円 19.58 77.44 117.22

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
円 － － －

自己資本比率 ％ 63.0 65.6 64.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
百万円 1,748 5,376 8,706

投資活動による

キャッシュ・フロー
百万円 △6,586 4,865 △7,899

財務活動による

キャッシュ・フロー
百万円 △3,077 △1,454 △4,459

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
百万円 25,977 41,957 32,121

　

回次
第71期

第２四半期
連結会計期間

第72期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 円 15.64 51.55

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、

主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社コーセー(E01049)

四半期報告書

 3/24



３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  当社グループに関する財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析・検討内容は下記のとおりであ

ります。

　　なお、文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(１）経営成績の分析

　　当第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）における日本経済は、消費マイン

ドの改善等を背景に個人消費が底堅く推移するなど、緩やかながらも景気回復の動きが見られました。化粧品業

界におきましては、本年８月までの平成25年度の経済産業省化粧品出荷統計（暦年）によりますと、販売個数は

前年同期と比べ減少したものの、販売金額は増加いたしました。

　　このような市場環境の中、当社グループは、独自のブランドマーケティングを進化させ、多様化する市場や生

活者ニーズに柔軟かつ迅速に対応するとともに、経営資源の最適配分を推進し経営効率の向上と収益力の強化に

取り組んでまいりました。

　　当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績につきましては、国内市場の成長率を大きく上回るな

ど、全社一丸となって推進している「攻めの改革」が功を奏し、売上高は上場以来過去最高となる前年同期比

8.4％増の89,044百万円（為替の影響を除くと6.1％増）となりました。なお、連結売上高に占める海外売上の割

合は12.5％となります。

　　利益につきましては、積極的な広告宣伝・販売促進活動を展開したことによる増収効果、及び原価低減の効果

等により、営業利益はほぼ倍増の6,733百万円（前年同期比98.8％増）となりました。また、円安による為替差

益の発生や有価証券償還益などもあり、経常利益は8,280百万円（同161.2％増）、四半期純利益は4,417百万円

（同291.6％増）となりました。

 

　①　化粧品事業

　　化粧品事業につきましては、国内では、化粧品専門店や百貨店で扱う高級品の販売が堅調だったほか、新製

品やプロモーション効果により大幅伸長した「雪肌精」に加え、「アスタブラン」や「肌極」などのスキンケ

アブランドも順調に推移いたしました。海外においては、アジア市場での販売強化とともに収益性の改善に取

り組みました。

　　これらの結果、当事業の売上高は63,731百万円（前年同期比5.4％増）、営業利益は6,170百万円（同51.4％

増）となりました。

　 

　②　コスメタリー事業

　　コスメタリー事業につきましては、「サンカット®」や「ジュレーム」など、一般品流通を販路とするコー

セーコスメポート株式会社の各ブランドが引き続き好調だったほか、「ヴィセ」のリニューアル効果などによ

り、売上高は24,512百万円（前年同期比17.8％増）、営業利益は2,107百万円（同158.5％増）となりました。

　 

　③　その他

　　その他の事業につきましては、アメニティ製品の販売やＯＥＭ生産の受注が減少した結果、売上高は800百

万円（前年同期比13.4％減）、営業利益は291百万円（同25.8％減）となりました。
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(２）資金の状況及び資金の見通し

①資金の状況

　当第2四半期連結会計期間末の流動比率は334.8％、当座比率は254.4％であり、前連結会計年度末に比べそれ

ぞれ8.0ポイントの増加、2.1ポイントの増加となりました。主な理由は下記のとおりであります。

  資産は、前連結会計年度末に比べ4,376百万円の増加となりました。現金及び預金の増加3,993百万円、受取手

形及び売掛金の減少1,419百万円、有価証券の減少224百万円、商品及び製品の増加1,208百万円、原材料及び貯

蔵品の増加985百万円等によるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ405百万円の減少となりました。支払手形及び買掛金の増加2,771百万円、未

払金の減少1,240百万円、未払法人税等の減少653百万円、未払費用の減少200百万円等によるものであります。

　なお、有利子負債残高は4,879百万円、デット・エクイティ・レシオは0.04倍となりました。

 

②資金の見通し

　当社グループの資金調達の状況につきましては、事業継続に必要と考える資金は確保していると認識しており

ます。

　今後の資金使途につきましては、内部留保により財務体質の強化を図る一方、設備投資やＭ＆Ａに取り組むこ

とで将来のキャッシュ・フローの創出につなげ、資本効率の向上を図ってまいります。また、一時的な余剰資金

の運用につきましても、安全性を第一に考慮し運用商品の選定を行っております。

　

 (３）キャッシュ・フロー

　当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物は、前第２四半期連結累計期間より15,979

百万円増加し41,957百万円（前年同期比61.5％増）となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、5,376百万円の収入（同207.5％増）となりました。主な要因は税金等

調整前四半期純利益8,230百万円、非資金費用である減価償却費2,150百万円、退職給付引当金の減少985百万

円、たな卸資産の増加1,634百万円、有価証券償還差益711百万円、その他の資産の増加986百万円、為替差益295

百万円、売上債権の減少1,811百万円、仕入債務の増加1,261百万円及び法人税等の支払い3,500百万円等であり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、4,865百万円の収入（前年同期は6,586百万円の支出）となりました。

主な要因は定期預金の減少による純収入2,345百万円、有価証券の売買及び償還による純収入4,454百万円、有形

固定資産の取得による支出1,587百万円、無形固定資産の取得による支出2,040百万円、投資有価証券の売買及び

償還による純収入1,316百万円、投資その他の資産の減少による収入343百万円等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、1,454百万円の支出（同52.8％減）となりました。主な要因は配当金

の支払い1,197百万円等であります。
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(４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(５）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間に支出した研究開発費の総額は2,173百万円であります。

 なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(６）主要な設備

　当第２四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な

変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 60,592,541 60,592,541
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は100株

であります。

計 60,592,541 60,592,541 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
― 60,592 ― 4,848 ― 6,390
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

小林　一俊 東京都文京区 7,294 12.04

小林　孝雄 東京都港区 7,240 11.95

小林　正典 Queensway,Hong Kong 7,115 11.74

小林　保清 東京都品川区 2,893 4.77

ステート ストリート バンク

アンド トラスト カンパ

ニー　505223

（常任代理人 株式会社みず

ほ銀行決済営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101

U.S.A.

（東京都中央区月島４－16－13）

2,057 3.40

小林　和夫 東京都中野区 1,926 3.18

ステート ストリート バンク

アンド トラスト カンパニー

（常任代理人 香港上海銀行

東京支店）

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101

U.S.A.

（東京都中央区日本橋３－11－１）

1,500 2.48

小林　美智子 東京都港区 1,279 2.11

公益財団法人コスメトロジー

研究振興財団
東京都中央区八丁堀３－11－８ 1,279 2.11

日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２－11－３ 1,118 1.85

計 － 33,705 55.63

　（注）１．上記のほか、当社は自己株式3,546千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合：5.85％）を所有して

おります。

　　　　２．ＭＦＳインベストメント・マネジメント株式会社及びその共同保有者であるマサチューセッツ・ファイナ

ンシャル・サービセズ・カンパニーから、平成25年７月３日付で提出された大量保有報告書の写しによ

り、平成25年６月28日現在で次のとおり当社の株式を保有している旨の報告を受けておりますが、当社と

して平成25年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含め

ておりません。

氏名又は名称
保有株券等の数

（千株）
株券等保有割合

（％）

ＭＦＳインベストメント・マネジメント株式会社

マサチューセッツ・ファイナンシャル・サービセズ・カンパニー

                  11

               3,048

　　　　 　　　　0.02

                5.03
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在　

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　3,546,000 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　 56,889,400 568,894 ―

単元未満株式 普通株式　　　157,141 ― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 60,592,541 ― ―

総株主の議決権 ― 568,894 ―

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,800株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数38個が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社コーセー
東京都中央区日本橋

三丁目６番２号
3,546,000 ― 3,546,000 5.85

計 ― 3,546,000 ― 3,546,000 5.85

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。 
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第４【経理の状況】

　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（自　平成25年７月１日　

至　平成25年９月30日）及び第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,903 31,897

受取手形及び売掛金
※2 24,828 23,409

有価証券 24,093 23,868

金銭の信託 12,000 12,000

商品及び製品 11,101 12,309

仕掛品 1,292 1,121

原材料及び貯蔵品 8,806 9,792

繰延税金資産 4,093 3,998

その他 1,197 1,858

貸倒引当金 △250 △272

流動資産合計 115,067 119,982

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 30,672 30,927

減価償却累計額 △18,851 △19,335

建物及び構築物（純額） 11,820 11,592

機械装置及び運搬具 12,610 12,752

減価償却累計額 △10,838 △10,930

機械装置及び運搬具（純額） 1,772 1,822

工具、器具及び備品 30,687 31,347

減価償却累計額 △26,188 △26,695

工具、器具及び備品（純額） 4,498 4,651

土地 16,935 16,993

リース資産 1,049 1,113

減価償却累計額 △437 △520

リース資産（純額） 612 593

建設仮勘定 58 125

有形固定資産合計 35,698 35,779

無形固定資産

ソフトウエア 1,196 1,161

その他 1,879 3,584

無形固定資産合計 3,075 4,746

投資その他の資産

投資有価証券 7,560 5,522

繰延税金資産 8,413 8,032

その他 3,388 3,504

貸倒引当金 △188 △176

投資その他の資産合計 19,173 16,883

固定資産合計 57,947 57,408

資産合計 173,014 177,391
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※2 11,274 14,045

短期借入金 4,356 4,250

リース債務 180 185

未払金 5,940 4,700

未払費用 7,297 7,097

未払法人税等 3,181 2,528

未払消費税等 632 614

返品調整引当金 1,717 1,561

その他 625 855

流動負債合計 35,206 35,838

固定負債

リース債務 464 438

退職給付引当金 14,985 14,000

役員退職慰労引当金 2,698 2,693

その他 349 328

固定負債合計 18,497 17,460

負債合計 53,704 53,299

純資産の部

株主資本

資本金 4,848 4,848

資本剰余金 6,390 6,390

利益剰余金 109,333 112,552

自己株式 △9,076 △9,077

株主資本合計 111,495 114,714

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 799 705

為替換算調整勘定 △206 1,015

その他の包括利益累計額合計 592 1,720

少数株主持分 7,221 7,657

純資産合計 119,310 124,092

負債純資産合計 173,014 177,391
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 82,162 89,044

売上原価 20,584 22,063

売上総利益 61,578 66,980

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 5,331 5,630

販売促進費 16,820 18,019

運賃及び荷造費 3,169 3,315

給料及び手当 18,774 18,827

退職給付費用 707 630

法定福利費 2,596 2,726

減価償却費 1,109 1,192

その他 9,681 9,903

販売費及び一般管理費合計 58,191 60,246

営業利益 3,387 6,733

営業外収益

受取利息 72 123

受取配当金 100 138

特許実施許諾料 28 20

為替差益 － 507

有価証券償還益 18 711

雑収入 92 78

営業外収益合計 313 1,579

営業外費用

支払利息 23 20

為替差損 483 －

雑損失 24 12

営業外費用合計 531 33

経常利益 3,169 8,280
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

特別利益

固定資産売却益 134 4

投資有価証券売却益 4 －

特別利益合計 138 4

特別損失

固定資産処分損 37 53

投資有価証券評価損 116 1

投資有価証券売却損 － 0

その他 11 －

特別損失合計 165 54

税金等調整前四半期純利益 3,142 8,230

法人税、住民税及び事業税 1,319 2,844

法人税等調整額 461 550

法人税等合計 1,781 3,394

少数株主損益調整前四半期純利益 1,361 4,835

少数株主利益 233 417

四半期純利益 1,128 4,417
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,361 4,835

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △181 △92

為替換算調整勘定 211 1,270

その他の包括利益合計 30 1,177

四半期包括利益 1,391 6,013

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,143 5,545

少数株主に係る四半期包括利益 247 467
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,142 8,230

減価償却費 2,129 2,150

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17 5

退職給付引当金の増減額（△は減少） △774 △985

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △10 △4

その他の引当金の増減額（△は減少） △26 △156

固定資産処分損益（△は益） △96 48

受取利息及び受取配当金 △173 △261

支払利息 23 20

為替差損益（△は益） 487 △295

有価証券償還損益（△は益） △18 △711

投資有価証券売却損益（△は益） △4 0

投資有価証券評価損益（△は益） 116 1

売上債権の増減額（△は増加） 1,124 1,811

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,106 △1,634

仕入債務の増減額（△は減少） 3,009 1,261

その他の資産の増減額（△は増加） △438 △986

その他の負債の増減額（△は減少） △221 100

小計 4,143 8,594

利息及び配当金の受取額 195 298

利息の支払額 △20 △16

法人税等の支払額 △2,570 △3,500

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,748 5,376

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △9,315 △4,433

定期預金の払戻による収入 7,586 6,779

有価証券の取得による支出 △6,446 △3,991

有価証券の売却及び償還による収入 9,408 8,446

有形固定資産の取得による支出 △3,098 △1,587

有形固定資産の売却による収入 270 33

無形固定資産の取得による支出 △265 △2,040

投資有価証券の取得による支出 △1,991 △1,187

投資有価証券の売却及び償還による収入 817 2,503

投資その他の資産の増減額（△は増加） △3,549 343

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,586 4,865
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 48 △125

自己株式の純増減額（△は増加） △1,846 △0

配当金の支払額 △1,160 △1,197

少数株主への配当金の支払額 △32 △32

その他 △86 △97

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,077 △1,454

現金及び現金同等物に係る換算差額 △196 1,049

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,112 9,836

現金及び現金同等物の期首残高 34,090 32,121

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 25,977 ※ 41,957
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　偶発債務

　販売先のリース会社からの債務に対し、債務保証を行っております。
　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

　販売先店舗改装資金等 16百万円 13百万円

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形を満期日に決済

が行われたものとして処理しております。
　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

　受取手形 1百万円 －百万円

　支払手形 3,268 －

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 29,971百万円 31,897百万円

有価証券勘定 16,669 23,868

金銭の信託勘定　 10,500 12,000

計 57,141 67,766

預入期間が３ヶ月を超える定期預金等 △12,656 △8,437

株式及び償還期間が３ヶ月を超える債券等 △11,006 △7,871

償還期間が３ヶ月を超える金銭信託 △7,500 △9,500

計 △31,163 △25,808

現金及び現金同等物 25,977 41,957
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 1,160 20 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月31日

取締役会
普通株式 1,140 20 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金

　　

３．株主資本の金額の著しい変動

　　　平成24年７月５日から平成24年８月31日までに、自己株式を信託方式による市場買付により取得いたし

ました。この結果、当第２四半期連結会計期間において自己株式が1,846百万円増加し、当第２四半期連

結会計期間末において自己株式が9,076百万円となっております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 1,197 21 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月31日

取締役会
普通株式 1,197 21 平成25年９月30日 平成25年12月10日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

　 報告セグメント
その他

（注１）　
合計

調整額
（注２）　

四半期連結損益
計算書計上額
（注３） 化粧品事業

コスメタ
リー事業

計

売上高       　

(1）外部顧客に対する売上高 60,438 20,800 81,238 924 82,162 － 82,162

(2）セグメント間の内部売上高

　　又は振替高
－ 0 0 620 620 △620 －

計 60,438 20,800 81,238 1,545 82,783 △620 82,162

セグメント利益 4,076 815 4,891 392 5,283 △1,896 3,387

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アメニティ製品事

業・不動産賃貸事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、以下のとおりであります。

（単位：百万円）

セグメント間取引消去 △67

各報告セグメントに配分していない全社費用 △1,829

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用及び基礎研究費用であり

ます。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失、又はのれん等に関する情報

当第２四半期連結累計期間において、重要な事項はありません。

　

３．地域に関する売上高情報

（単位：百万円）

日本 アジア その他 計　

72,688 9,272 201 82,162
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

　 報告セグメント
その他

（注１）　
合計

調整額
（注２）　

四半期連結損益
計算書計上額
（注３） 化粧品事業

コスメタ
リー事業

計

売上高       　

(1）外部顧客に対する売上高 63,731 24,512 88,243 800 89,044 － 89,044

(2）セグメント間の内部売上高

　　又は振替高
－ － － 270 270 △270 －

計 63,731 24,512 88,243 1,071 89,315 △270 89,044

セグメント利益 6,170 2,107 8,277 291 8,568 △1,835 6,733

　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アメニティ製品事

業・不動産賃貸事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、以下のとおりであります。

（単位：百万円）

セグメント間取引消去 △18

各報告セグメントに配分していない全社費用 △1,816

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用及び基礎研究費用であり

ます。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失、又はのれん等に関する情報

当第２四半期連結累計期間において、重要な事項はありません。

　

３．地域に関する売上高情報

（単位：百万円）

日本 アジア その他 計　

77,899 10,908 236 89,044
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 19円58銭 77円44銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,128 4,417

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,128 4,417

普通株式の期中平均株式数（千株） 57,629 57,046

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

平成25年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

１．中間配当による配当金の総額　　　　　　　1,197百万円

２．１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　21円00銭　　　　　

３．支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成25年12月10日

（注）平成25年９月30日最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成25年11月12日

株式会社コーセー

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 星野　正司　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森田　祥且　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コー

セーの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コーセー及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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